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≪学年の先生より≫ 大変な年だったからこそ振り返りを 
第１年次 ３組担任 M T 

今年も残すところあとわずかとなりました。皆さんにとって、今年はどんな１年でしたか？ 

楽しい１年でしたか？ 

辛い１年でしたか？ 

充実した１年でしたか？ 

やり残したことがある１年でしたか？ 

今年は新型コロナウイルスの感染拡大により緊急事態宣言が出、４月から２か月

近く全国一斉休校となり、休校後もたくさんの教育活動が制限され、私生活におい

てもいまだに色々と我慢を強いられています。また、社会においても感染防止と経

済活動との両立を目指し、できるだけ感染者を増やさないよう、かつ、経済活動停

止によって雇用ができるだけ失われないようたくさんの人が試行錯誤しながら知恵

を出し合い懸命に頑張っています。  

今まで当たり前にできていたことが、思うようにできない不自由さともどかしさ、これからどうなるのだろ

うという不安や心配もありますが、こんなに大変な１年だったからこそ、まずは新年を迎える前に一度立ち止

まり、今年 1年をしっかりと振り返ってみましょう。そして、来年の目標を立て、今の環境でできることを精

一杯楽しみながら来年も３８回生全員で頑張っていきましょう。 

１日も早くコロナが終息し、平和な日常生活を取り戻せますように。 

 

≪ジブン探究≫    ■１２月１８日（金）３・４時間目 

 大学生がやってきて、自分らしく生きることや何事にも挑戦してみ

ることの大切さについて話をしてくれました。また少人数のグループ

に分かれて、自分とはどんな人間か、将来どうなりたいかについて考

えました。年齢の近い大学生の話に３８回生は刺激を受けたようです。 

≪薬物乱用防止教室≫ ■１２月１８日（金）５・６時間目 

 警察官の方に薬物の恐ろしさについて講義をしていただきました。「薬物は遠い世界の話だと思っていたけど、

警察官の方のお話を聞いて思っている以上に身近にあるということを知り怖くなった。絶対に手を出さないよ

うにしたい」というような感想が寄せられました。 

≪甲南大学提携講義≫     ■１２月２１日（月）３・４時間目 

協定校である甲南大学法学部の森永真綱准教授をお招きし、刑法について講義を受けました。高校の授業と

はまた違った、専門性の高い大学の講義の雰囲気を味わうことができました。 

≪租税教室≫       ■１２月２１日（月）５・６時間目 

税理士の方を講師に、税について学びました。昨今の状況を鑑みて、大教室に集まるのではなく、各 HR教室

にいながらリモートで講義を受けるという初の試みで行われました。 

 



≪表彰≫ 

〇読書感想文コンクール（神戸地区） 

  奨励賞  ６組 細川 圭翔 

 

 

 

≪課題研究について≫   

１年次の「産業社会と人間」にかわり、２年次からは「課題研究」という授業が始まります。 

 

課題研究とは、 （１）自分で研究テーマを決定し、 

（２）自分で課題を見つけ、 

（３）自分の考えをもって解決を図り、 

（４）成果をまとめ、他者に伝える    活動です。 

 

さらに本校における課題研究の目的として 

 

『ST スキルを得心・涵養・駆使し、自己実現を目指す。』 

を掲げています。 

☆ST スキル(Suma Tomogaoka スキル)：主体的な学びを通して得られる「知・考・行」の 3 つの力 

 

本校ではその課題研究を「国際・社会」「人文・教育」「情報・科学」「医療・保健」「くらし・生活」「芸術・

スポーツ」の６つの学問分野の系列に分かれて行っていきます。それぞれの系列に関連の深い教科の先生が所

属しており、課題研究の時間はそれぞれが配属された系列にいる先生のゼミに入って研究を行うことになりま

す。 

科目選択の際、A～D のどの群で課題研究を選択したかによって選択できる系列が異なります。先日それぞ

れが選択した群の中にある系列からどの系列を希望するかという調査を行いました。 

各ゼミに所属することができる人数には限りがあるため、全員が希望した系列に入ることができるとは限り

ませんが、どの系列に配属されたとしても、『ST スキルを得心、涵養、駆使し、自己実現を目指す』という目

的は共通しています。 

また、自分の研究したいテーマと配属された系列が異なっていたとしても、その二つを関連付けて研究する

ことは可能です。（例えば、自分が研究したいテーマは「スポーツ」であるのに、「情報・科学」系列配属にな

ってしまったという場合、スポーツにおける AI 技術の活用について研究するなど） 

自分の行った研究のまとめとして最後は研究論文なら 5,000 字、作品制作なら 3,000 字以上の研究論文にま

とめることを目標としています。 

 

《１月の行事予定 》 

１月 ８日（金） 始業式   ※男子：ネクタイ着用 

 課題考査（②数③英④国） 

  １４日（木） 教育相談 

  １５日（金） 阪神淡路大震災追悼行事 

  ２３日（土） 進研模試（全員受験） 

  ２４日（日） 実用英語技能検定（校外・申込者対象） 

〇国税庁「税の作文コンクール」 

 須磨税務署長賞  １組 宮西 由佳梨 

 須磨納税協会会長賞  ２組 坂本 琴音 

 神戸市須磨区垂水区租税教育推進協議会奨励賞 ３組 横山 蒼奈 

  須磨区長賞  ４組 富澤 心響 


